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日
本
住
血
吸
虫
症
は
甲
府
盆
地
の
地
方
病
と
し
て
知
ら
れ
、
山

梨
県
に
お
い
て
撲
滅
は
長
い
間
、
住
民
の
悲
願
で
あ
っ
た
。
本
研

究
は
、
山
梨
県
の
地
方
病
が
連
合
軍
総
司
令
部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
の
占
領

政
策
の
も
と
、
ど
の
よ
う
に
撲
滅
へ
と
歩
み
始
め
た
の
か
に
焦
点

を
あ
て
そ
の
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
。

一
九
四
三
年
に
東
京
に
設
置
さ
れ
て
い
た
「
厚
生
省
予
防
衛
生

研
究
所
米
軍
第
四
○
六
総
合
医
学
研
究
所
（
以
下
四
○
六
研
究
所
）
」

に
お
い
て
山
梨
県
の
地
方
病
に
関
し
、
米
国
と
日
本
の
医
療
関
係

者
が
住
血
吸
虫
症
委
員
会
を
設
け
共
同
研
究
を
開
始
し
て
い
た
。

終
戦
後
ま
も
な
い
四
五
年
一
○
月
二
六
日
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
指
示
で
四

○
六
研
究
所
の
住
血
吸
虫
症
対
策
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
が
フ
ィ
リ

ピ
ン
レ
イ
テ
島
か
ら
来
日
し
、
三
日
後
に
は
山
梨
県
の
実
態
調
査

を
行
っ
た
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
既
に
日
本
の
地
方
病
蔓
延
地
域
は
五
つ
あ

60

占
領
期
に
お
け
る
地
方
病
撲
滅
へ
の
山
梨

県
の
歩
み
（
第
一
報
）

佐
藤
公
美
子

る
と
認
識
し
て
い
た
。
そ
れ
は
米
軍
第
六
軍
が
監
視
す
る
静
岡
県

沼
津
、
福
岡
県
と
佐
賀
県
に
接
す
る
久
留
米
、
広
島
県
と
岡
山
県

に
接
す
る
福
山
と
、
米
軍
第
八
軍
が
監
視
す
る
千
葉
県
と
茨
城
県

の
河
川
地
域
及
び
山
梨
県
甲
府
で
あ
る
。
中
で
も
甲
府
は
日
本
で

最
も
重
要
な
地
域
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
四
四
年
よ
り
県
下
で

地
方
病
撲
滅
三
ヵ
年
計
画
を
遂
行
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
成

果
が
挙
が
っ
て
い
な
い
と
の
理
由
か
ら
で
も
あ
っ
た
。
四
七
年
八

月
六
日
付
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
に
「
日
本
住
血
吸
虫
症
に
関

し
て
の
リ
サ
ー
チ
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
公
衆
衛
生
福
祉

局
の
占
領
三
年
目
計
画
に
新
た
な
問
題
と
し
て
追
加
さ
れ
、
地
方

病
撲
滅
に
向
け
て
の
研
究
が
本
格
的
に
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
山
梨
県
で
は
四
七
年
一
二
月
九
日
か
ら
一
○
日
間
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ

の
寄
生
虫
検
査
列
車
が
甲
府
駅
に
滞
在
し
、
県
内
有
病
地
区
と
さ

れ
る
一
市
六
町
の
住
民
、
五
○
○
名
の
身
体
検
査
や
糞
便
検
査
が

実
施
さ
れ
た
。

県
下
の
公
衆
衛
生
行
政
は
山
梨
県
軍
政
部
の
監
視
の
も
と
、
フ

ァ
ー
ラ
ー
軍
医
が
責
任
者
と
し
て
医
療
活
動
を
指
揮
し
て
い
た
。

こ
の
軍
医
は
看
護
職
の
教
育
や
保
健
活
動
に
も
大
き
く
寄
与
し
、

全
国
に
先
駆
け
て
産
婆
、
看
護
婦
、
保
健
婦
三
者
一
体
の
看
護
団
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体
が
「
山
梨
県
厚
生
協
会
」
と
し
て
四
六
年
八
月
に
結
成
さ
れ
た
。

こ
の
組
織
を
看
護
活
動
の
拠
点
と
し
、
看
護
職
は
一
泊
二
日
の
日

程
で
無
医
村
へ
赴
き
、
検
便
採
取
や
身
体
測
定
、
栄
養
指
導
等
を

実
施
し
た
。

四
八
年
四
月
、
住
血
吸
虫
症
対
策
委
員
の
ハ
ン
タ
ー
博
士
に
よ

る
日
本
住
血
吸
虫
症
に
関
す
る
研
究
報
告
会
が
東
京
で
開
催
さ

れ
、
同
疾
患
の
概
説
が
な
さ
れ
た
。
ま
ず
媒
体
宿
主
貝
の
発
生
を

予
防
す
る
と
し
て
、
水
田
作
業
の
機
械
化
、
溝
を
セ
メ
ン
ト
に
す

る
、
夏
期
は
草
木
を
短
く
刈
る
等
、
そ
の
指
示
内
容
は
具
体
的
で

あ
っ
た
。
そ
れ
ら
は
軍
政
部
を
通
じ
て
、
各
市
町
村
に
伝
え
ら
れ

た
。
山
梨
県
で
は
四
八
年
四
月
二
九
目
に
、
第
三
回
医
師
會
学
術

研
究
会
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
ハ
ン
タ
ー
中
佐
と
フ
ァ
ー
ラ
ー
軍
医
出
席
の

も
と
開
催
さ
れ
、
日
本
住
血
吸
虫
症
に
関
す
る
研
究
発
表
や
講
演

が
行
わ
れ
た
。
五
月
三
○
日
、
看
護
職
自
ら
も
助
看
保
協
会
山
梨

県
支
部
（
山
梨
県
厚
生
協
会
の
改
変
）
主
催
に
よ
る
第
二
回
学
術
研

究
集
会
に
お
い
て
（
看
護
職
二
○
七
名
出
席
）
、
地
方
病
の
映
画
が
上

映
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
看
護
職
は
地
域
住
民
の
同
疾
患
へ
の
認
識
が

高
ま
る
よ
う
教
育
活
動
を
行
う
と
共
に
、
農
作
業
時
の
服
装
等
、

具
体
的
な
指
導
を
行
っ
た
。
し
か
し
、
四
八
年
一
二
月
付
の
山
梨

県
軍
政
部
月
刊
報
告
に
は
、
県
内
の
現
況
と
し
て
、
死
亡
者
は
い

な
い
が
被
害
は
大
き
い
こ
と
や
家
畜
も
罹
る
こ
と
、
ま
た
発
生
件

数
が
減
少
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
今
後
県
全
域
に
拡
が
る
可
能

性
が
大
き
い
こ
と
を
示
唆
し
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
へ
報
告
し
て
い
た
。
四
九

年
二
月
、
四
○
六
研
究
所
に
よ
る
調
査
終
了
後
も
、
更
な
る
研
究

の
た
め
ハ
ン
タ
ー
中
佐
よ
り
糞
便
検
査
の
依
頼
が
山
梨
県
衛
生
部

に
あ
っ
た
。
幼
児
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
年
齢
層
の
一
二
○
人
を
調
査

対
象
に
指
定
し
、
糞
便
採
取
の
方
法
や
期
間
を
詳
細
に
指
示
し
た
。

こ
の
調
査
研
究
が
契
機
と
な
り
、
地
方
病
の
概
要
が
把
握
で
き
、

そ
の
後
発
生
件
数
の
減
少
を
認
め
る
に
至
っ
た
。

戦
後
の
混
乱
期
に
お
い
て
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
山
梨
県
の
地
方
病
を
認
識

し
て
い
た
・
地
方
病
に
関
す
る
研
究
や
知
識
の
普
及
化
の
過
程
で
、

県
の
医
療
職
が
意
識
を
高
め
、
山
梨
県
に
於
い
て
懸
案
で
あ
っ
た

地
方
病
撲
滅
へ
と
歩
み
始
め
た
。

（
山
梨
医
科
大
学
）


